
植月寺山古墳（観音寺古墳）平成 29年度整備計画 

うえつき村活性化 Project実行委員会 

 

１．目的 

自分たちの生まれ育ったこの植月地区をより住みやすく誇りの持てる地域にして行こうと昨年度より『うえ

つきむら活性化 Project』を開始した。 

本年度は「もっと植月を知ろう」という活動を進めており、その一環として植月の文化的な財産である植月

寺山古墳（観音寺古墳）を整備し、古墳の位置・規模をわかりやすくして子供たちを始め地元の皆さんに知

ってもらうとともに、弥生時代から植月地区に人が住み栄えていたことを再認識し、古代の人たちの生活に

思いをはせる事が出来るようにする。 

さらに今回を皮切りに永続的な文化財保護活動へと結びつける。 

 

２．実施内容 

（１）古墳外周周辺の笹、雑木を数メートル幅で刈り払い古墳の外形や規模が見えるようにする。 

（２）古墳後方（東側）の頂上付近の笹、雑木を切り払い周囲が見渡せるようにする。 

（３）前記頂上に至る通路の笹を刈り払う。 

（４）町設置の案内板の位置を見やすい位置に移動する。 

（５）古墳入り口に表示板を設置する。 

（６）国道周辺に古墳への案内表示板を設置する。 

 

３．日程及び要領 

（１）笹、雑木刈り払い 

 ・平成 30年 2月 11日 9時～12時実施 

 ・ボランティアを募集し、上記２．（１）（２）（３）を実施。刈り払った笹、雑木は隣接の空き地で焼却。焼却

に際しては消防団員に現地での立会を依頼。 

     

（２）事前調査（試し刈り） 

 ・平成 30年 1月中旬実施 

・2月 11日に向けて前方部への通路確保のための刈り払い 

・伐採範囲の明確化 

 

（３）案内板、表示板関連  

・2月末までに完了 

 

４．その他 

   3月 18日または 25日に現地で町民対象に古墳説明会を実施する。 

 

平成 29年 12月 25日作成 


